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日本人の起源を解明の材料と方法






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•

•
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溝口優司著 「アフリカで誕生した
人類が日本人になるまで より



http://www.jojikanehira.com/archives/15437421.html
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歴史年代で明確に判っている日本への渡来民
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気候と海面の高さの変化を考慮すると、
現在の地図と違う常識が現れる。

• 黄海は陸地。

– 安定した食料確保の面から、海沿いの移動は有利。

– 海岸沿いに移動すると、沖縄・西南諸島は、現在よりずっと近い距離にある。

• 沖縄（南西諸島）は、今よりずっと面積の大きな島だった。

– 現在の島嶼部分は山で、その周辺に広い陸地が広がっていた。

– 食物確保など人口包容力は大きかった。

– 海岸近くの住居・墓地は、海面上昇後には、海面下に。

• 対馬海峡の最深部は130ｍで、2万年前の最寒期でも巾10-15ｋｍの水路が残った。

– 対馬海峡の横断には船舶の技術が不可欠。

– 2万年前の最寒期に、対馬海峡を越えた動物の移動は無かった。

• 津軽海峡の最深部は140mで海峡のまま。

– 津軽海峡は、冷たい北の海で、渡海は更に困難な場所だった

• 宗谷海峡の最深部は60mで陸続に。サハリン・シベリアとは陸続きだった。

– 一度、津軽海峡を越えることができた民族にとっては、北海道から樺太（サハリ
ン）、陸続きのシベリヤ沿海部までは、一体の地域だった。
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国立科学博物館 海部陽介氏資料より
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八重干瀬
（やびじ）

緑色が陸地、灰色は水深30ｍ以内の水面

宮古島



海面高さと気温の推移には、ギャップがある
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1万年前

2万年前

最も温かい

現海水面

海面下100ｍ

海
面
の
高
さ

気温

海面高さ



縄文時代の気候の変化
http://www2u.biglobe.ne.jp/~KAIG
UCCI/weatherG.htm

完新世の気候最温暖期
『ウィキペディア
（Wikipedia）』



実際の縄文海進 ： 海水準の最高は、見直され、2.5ｍ程度で、ピークは約７０００年前

・ 遠藤（1989年発表）と田辺（2012年）発表論
文のデータが、近年信頼されている。

・ 複数地点のデータを集積し、地殻の上昇・
下降、土砂の堆積等を詳細に検討し、海水準
を見直した。
・ 従来の5-6ｍ以上との概念は違っていた。

赤線は田辺データ

←
北海道東部厚岸沿岸低地の完新世バリアーシステムと海水準変動の復元
重野 聖之（茨城大学大学院理工学研究科） 平成25 年度

茶色線は遠藤データ

←東京低地と中川低地における沖積層のシーケンス層序と古地理
田辺 晋1 ・中西利典2・石原与四郎3・宮地良典1・中島 礼1，2014

（左右反転の加工をしています）

実際の海水準
田辺・遠藤グラフ

海水総量から算出したグラフとは、違いが見られる。
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日本の旧石器は、４万年前から日本全土に展開し、継続する

• 堤 隆著 「列島の考古学-
旧石器時代」 河出書房
より

（表は上下を反転）

• 九州から北海道まで、４万年
前からの石器が残されている。

• 細石刃石器が登場する前に、
各地で、石器が進化していた
ことが判る。



2015/07 20

考古学・石器から
判ること

• ４万年以降、寒冷化が進み、生活環
境が厳しくなる中で、連綿と、石器の
文化が、日本各地で発展しつづけて
いたことが判る。

• 日本で発掘された石器で年代測定が
行われたもので、最も古いものは3万
8千年前のもの。

• バイカル文化が発展している時期に
は、日本には、既に、旧石器文化は
根づいていた。

• シベリア型細石刃が発生する時期
には、既に、日本では、石刃技法から
進化し、剥片尖頭器石器に進み、石
器の文化・技術の蓄積が十分にあっ
た。

• ・日本の細石刃石器は、１万２千年頃
からで、日本国内の技術的蓄積の上
に導入された。（小田静夫氏の言）



2015/07

・
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日本全土への「広がり」

堤 隆著 「列島の考古学-旧石器時代」
河出書房 より



旧石器時代の遺跡
分布/密度

氷河期最寒期の
対馬海峡
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旧石器時代の遺跡分布図

「図解・日本人の人類遺跡」
日本第四学会 小野昭/春
成 秀爾/小田静夫編

着色ｂｙ丸地



留意すべき二つの事項

• 人類の新天地への移動スピード
• アメリカ原住民は、ベーリング海峡を渡ってから凡そ１０００年で、南アメリカ南端まで到着し

たと云われる。その直線距離は凡そ15,000ｋｍ。 地球一周の1/3以上

• 陸上移動するスピードは速い。

• 1000年間で、地球一周の1/3 ・ １万年間では、地球3周以上

• 東アジア（スンダ大陸）に人が来てから6万年以上経過。

• 民族の長距離移動は、何回も、起きている可能性がある。

• 現在の民族の分布地域がそのまま、古代の分布ではない。

• 海上の移動に関して
• 海上の移動は、困難。 しかし、海上移動した実績・事実がある。

• スンダ大陸 → サフル大陸 80-100ｋｍの海峡を渡海 6万年～5.5万年前

• 日本：伊豆半島 ⇔ 神津島 約30kmの距離の外洋航海

往復の航海の証拠：黒曜石の石器 3万7500年前

（ 沼津市：愛鷹山の井出丸山遺跡の発掘調査で判明 ）

• 日本：琉球列島 → 鹿児島 栫ノ原遺跡 丸ノミ形石器 1万2000年以上前

• 困難ではあるが、実際に達成された事実がある。

• 海上の道を排除してはいけない。 古代人の航海技術に敬意を払う必要がある。
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25 ヒト・日本人の起源・解明には

現代

25

• DNA解析で判るのはいつの情報？
• 21世紀の現在の情報をもって、

古代・歴史的なことを解明するのは難しい。
• 何故ならば、出アフリカ以降のことを語るには、

6万年の歴史を、現代の情報から推測することになるから。

• 人は活発に移動する。

– 1万年の間には、人は地球の端から端まで

移動できる。

– 人は争い、一方は繫栄し、他方は消滅又は離散。

– 天変地異がおきる。

• せめて、３D（平面+時間軸）で考える必要がある。

少なくとも、層（レイヤー）で考えるべき。

歴史学の基本的な方法。

• 一番上の表層を見て、下にある動きのある層を推測
する至難さを、どう克服するのか？

– これが日本人の起源を解明するポイント



•







現在のラオスに約8千年前にいた狩猟採集民の古人骨
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•
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日本人の起源：医学・DNAに基づく研究の方法・種類

• ヒトの起源の調査に有効なDNAには、次の3種類ある。

3種類のDNAとは：

• Y染色体のDNA ：「父から男のみに伝わる特殊なDNA」 →父の系統が判る

• ミトコンドリアDNA（ｍｔDNA） :「母のものだけが伝わる特殊なDNA」 →母の系統が判る

（ミトコンドリアは、細胞内で共生している別組織）

• 一般のDNA ：「父と母のDNA」 （遺伝子情報の大多数はこのDNA）

– 人と民族の形質に最も影響の大きい。

– 核ゲノム（ゲノム）は、Ｙ染色体を含む全ゲノムの含むＤＮＡ

• 核ゲノムの解析は、極めて多大なデータを処理することになり、統計的手法が必須となる。

☆ その解析結果の評価は、採用した統計的手法や考え方を批判的に評価する必要がある。

• １種類のDNAだけを捉えて、ヒトの起源を論じても片手落ちで、3種類のDNAから示される全ての事実を整合したもの
が真実となる。

ヒトの細胞

ミトコンドリアDNA 一般のDNA Y染色体のDNA

22対の遺伝子 X Y

核

mt

母系のＤＮＡ 父系のＤＮＡ父と母 両方からのDNA
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カギとなる事象と論文：この事実を明瞭に説明できる起源論が望まれる

 Y染色体DNA

– 世界中で、ほぼ日本人だけに見られる型のDNAが3系統ある

– D2：アイヌ人の85％、日本人全体の38％

– O2b1：アイヌ人の0％、日本人全体の21％

（ほぼ日本人だけ、ベトナムなどで少数）

（O2b1は以前はY2型と呼ばれていた）

– C1 : 沖縄人の４％ 日本人全体の2％

– 日本人の30％（上記の数値とは相違）と韓国人の10％に見つかるY2といわれる型は、その他の地域では発見できない
が台湾で65人中8人で見つかった。その8人の内3人は名前を「陳」という。（中堀豊著、Y染色体からみた日本人から）

 ミトコンドリアDNA （ｍｔDNA）

1 茨城県の中妻遺跡の縄文人のmtDNA がバイカル地域に住んでいるブリアートと同一。（篠田謙一と金井理）

2 アメリカのフロリダの7000年前のミイラ化したヒトのｍｔDNAを解析したところ、日本人5人と共通するタイプ。（モンゴロイ
ドの地球3の第4章から）

3 埼玉県浦和で発掘された縄文人の頭骨からｍｔDNAを解析した処、マレー人とインドネシア人と一致した。（モンゴロイド
の地球3の第4章から）

 免疫グロブリンG(Gm)の標識遺伝子の分布

 一般DNAに相当するDNA遺伝子の一つ

– 世界の130集団についての調査結果

大阪医科大学名誉教授の松本秀雄博士の論文

– 右の図 （オーストラリアのアボリジニイがポイント）

 ＡＴＬウィルス

– 白血病を引き起こすウィルス。

（中公新書「新ウィルス物語」日沼頼夫著）

– 人の遺伝と同じように、子々孫々に伝わって感染してきたウィルス

– 非常に古くから居住し、混血の機会の少なかった人に発生。

沖縄・九州・東北・アイヌ・ニューギニア・南北アメリカで発生。



3
1

同じDNAを発見！ それで何が言えるか？





AB

A B

A B

X

O A B

O A

O
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Y染色体DNA- 「陳」と言う家系

• 世界の中で、ほぼ日本人だけに見られる特異なY染色体DNAの型が3系統ある

• アイヌ人の85％、日本人全体の38％はD2

• アイヌ人の0％、日本人全体の21％はO2b1

（O2b1は、以前「Y2型」と呼ばれていた）

• アイヌ人の0％、日本人全体の5％はC1

• 日本人の30％（上記の数値21％とは相違）と韓国人の10％に見つかる「Y2」といわれる型は、その他の地域では発
見できないが台湾で65人中8人で見つかった。その8人の内3人は名前を「陳」という。

• （中込弥男著「ヒトの遺伝」と、論文

A Y－ASSOCIATED ALLELEIS SHARED AMONG A FEW ETHNIC GROUPS OF ASIA 著者中込外より）

– この「陳」と言う家系は、黄河の南の地域に起源を持つという。

– 同じY染色体DNAを持つ、歴史を辿れる家族名を持つ「陳」一族と日本人の関係を説明できる起源論が望まれ
る。

・Ｙ遺伝子の名称はその後、更に、変更がありました。

最新の名称は下記を参照下さい。

紀元前の神話の時代～4世
紀まで河南省にいた。

河北省東部に陳と云う小国
西周時代に存在

西暦２２０年

漢の滅亡時に

陳国を逃れ南へ

福建省・広東省へ

18世紀

台湾へ移住

?

Y2（O2b1)の移動ルート

日本人の主要なY遺伝子は、
日本だけに孤立している！
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東アジア人のミトコンドリア・ＤＮＡも多様性を持ち、同一のパターンを示す
34

「日本人になった祖先たち」篠田謙一著 NHKブックス の図表に丸地彩色
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△
7000年前

15,000～10,000年前

6000年前
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一般DNAに相当する免疫グロブリンG(Gm)の標識遺伝子の分布

• 世界のモンゴロイド、130集団についての調査結果

免疫グロブリンG(Gm)の標識遺伝子の分布図

 各地のデータを円グラフにまとめ、地図上に配置したもので

調査結果の解釈・推論がしやすい明瞭な図は素晴らしい。

• 大阪医科大学名誉教授の松本秀雄博士の論文

• その松本説では、モンゴロイドには北方系と南方系があり、

• 北方系モンゴロイドは、出アフリカ後直接バイカル湖へ移動
し、そこから東西南北へ広がり、北へ向かった一群がアメリ
カ大陸へ渡り、南米にまで広がった。

• 南方系モンゴロイドは、アフリカから東南アジアへ移動し、
そこから、北上し、中国まで広がった。とする。

• 上記の説では、右の図のアボリジニイ（7万年～5万年前に

オーストラリアへ移住）の遺伝子の説明が付かない）。

何故、アメリカ大陸の原住民とオーストラリアの原住民の

DNAが同じタイプで、同じような比率なのか?

• この貴重な調査と調査データの丸グラフを使った判り易い表記は

明快で、素晴らしいが、松本秀雄先生の推論は違っていて、

スンダ大陸のゆりかごで育ったモンゴロイドの移動ルートで、

説明が付く。
松本博士の移動ルート説

松本博士の調査結果
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カギとなる事象と論文：ＡＴＬウィルスの感染ルート








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C1 C3 D1 D2 D3 N O1 O2a
O2b
1

O2b
*

O3

日本（野中、水口） 日本      2      3      -    40      -      1      3      1    26      8    16 100 

日本 (Tajima et al.) アイヌ      -    13      -    87      -      -      -      - 100 

沖縄本島      4      -      -    65      -      -      -      -    17 100 

南沖縄      -      -      -      6      -      -      -      -      - 100 

韓国 (Shin et al.) 韓国      -    10      -      -      -      4      4      -      -    32    49 100 

朝鮮      -    13      -      -      -      -      3      -    43 100 

漢民族（華北）      -      7      -      -      -      -      -      3      -      -    90 100 

チベット      -      4    19      -    39      -      -      -      -      -    39 100 

東アジア南部・ 漢民族（華南）      -      6      -      -      -      -    18    36      -      -    40 100 

漢民族（台湾）      -      -      -      -      -      -    14      9      -      -    77 100 

台湾      -      1      -      -      -      -    90      -      -      -      9 100 

イ      -      -    28      -      -      -      -    16      -      -    57 100 

ミャオ      -      4      7      -      -      -      7    11      -      -    71 100 

ヤオ      -      -      3      -      -      -      3      5      -      -    88 100 

タイ      -      -      -      -      -      -      -    89    11      -      - 100 

ベトナム      -      4      3      -      -      -      6    35    13      -    39 100 

マレー      -    13      4      -      -      -    11    34      -      -    38 100 

ジャワ      -      -      -      -      -      -    35    65      -      -      - 100 

フィリピン      -      4      -      -      -      -    20      8      2      -    66 100 

オロチョン      -  100      -      -      -      -      -      -      -      -      - 100 

エヴェンキ      -    80      -      -      -    20      -      -      -      -      - 100 

満州      -    37      -      -      -      -      5      -      -      5    52 100 

ブリヤート      -    72      -      -      -    24      -      -      -      2      2 100 

ハルハ（モンゴル）      -    68      -      -      1      -      1      -      -      -    30 100 

東アジア北部
(Karafet et al.)

東南アジア　(Karafet
et al.)

北アジア　(Karafet et
al.)

41

　Y遺伝子　簡易表　日本・アジア
2014年10月Wikipediaより　抜粋・変換(100％換算)

日本 (Shinka et al.)
14
94

C DE NO
Y-DNA

• 男だけに伝わる遺伝子「Y-DNA」を見ると、
• D2がアイヌ・沖縄に多く、日本先住民＝旧石器人＝縄文人の遺伝子
• NO系統が渡来系の人々のもので、特にO2b1は弥生渡来系の主軸の遺伝子

• 南沖縄（宮古島を含む先島諸島）では、O2bの倭人が大多数で、極少数の先住民がいる。
• 宮古島を含む南沖縄は、日本全体とは異なった、Y-DNAの構成を持つことが注目される。

Gm遺伝子の研究を行なった松本秀雄博士は、「宮古・石垣・世那国では、
「赤（afb1b3）」が非常に少なく、アイヌと同じ古い・純粋な民族である」、と

記した。 先島諸島では、古くからの純粋な民族が住み続けてきたことを
示している。

Y-DNAとGm遺伝子の両方を検討すると、
『宮古島には、古い・純粋な倭人＝弥生渡来人がいる。』

「弥生時代に渡来した民族の仲間が、もっと早い時期に＝先に、
宮古島に、移住していたこと」を示している。







「沖縄から九州へ」の証拠 栫ノ原遺跡（14,000～12,000年前）・上野原遺跡（9,500～6,500年前）

41
栫ノ原遺跡 上野原遺跡

上野原遺跡 （9500～6500年前）
• 日本列島最古の集落跡。石蒸し料理施設の集石39基、燻製料理施設の連穴土抗（炉穴）19基、道跡

（二筋）、多数の土抗や生活跡。
• 同じ遺物包含層から曽畑式土器・深浦式土器（前期)，並木式土器（中期)，指宿式土器・市来式土器（後

期)，上加世田式土器・入佐式土器・黒川式土器・刻目突帯文土器（晩期）等が混在して出土している。
• 時代が下がると、 → 石斧は全面研磨の時代となる。 先島諸島から沖縄・九州に広がり、更

に日本海沿岸を上り、秋田・青森まで出土する。

もう一つの縄文文化 実は貝文文化
縄文草創期（14000～ ）

・ 食生活が変わり、土器を使用し、
定住が始まった時代。東北の縄文
と異なり、土器に貝の文様が入る。

・ 横型の石斧と縦型丸ノミ型石斧
が出土。

 大木を伐採し、丸木舟を
建造した民族。

 沖縄本島から九州西南
部へ広がる。

・ 栫ノ原が火砕流に埋まった後は、
丸ノミ型石斧は、太平洋沿岸の静
岡方面まで拡大。

小田静夫氏の論文より借用







弥生時代の開始・水田耕作を伴う渡来は2回、別ルートで
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2次渡来民　：　倭人

土器
遠賀川式土器（弥生式土器）

（板付式）

集落

水田
耕作地

環濠（壕）住宅も見られる。
山沿いに灌漑水路を設け、自然河川に排水する

高度な灌漑技術を駆使した水田（水を抜くと乾田になる）
現在の水田と同様に、平野部、河岸段丘などを耕作地とすること可

能。
海岸から離れた地域も耕作地、集落用地となった。

イネの
品種

極短小米は消滅。
やや長い小粒米が全国に展開。　韓半島には同一品種のイネは

ない
山東半島付け根の地域の焦庄遺跡〔徐福村に近い〕と同一品種

住居
高床式住宅

寒さ対応された床下が板材で覆われた高床式住宅
（この住宅を誤って竪穴住居として復元している）

墓制
甕棺墓が特徴的　支石墓の下に甕棺を置くことがある

木棺墓・石棺など

武器 青銅製剣・矛・戈　鉄剣・矛　銅鏃　連弩

支石墓に眠る人骨は、低顔・低身
長の縄文人の特徴を持つ

秦始皇帝の時代に出奔した徐福一行：倭人
1万～数万人規模で渡来

渡来時期 BC219年とBC210年

1次渡来民　（初期水田耕作民）

高身長・長頭・ショベル型前歯
（上の前歯が下の前歯に覆い被さる・現代人と同じ)

中国長江河口から山東半島までの海岸沿いの人々に類似
韓半島人にやや類似

碁盤式支石墓　：　支石の下には土壙又は木棺
韓半島南部に多い方式　/　中国浙江省にも源流が見られる方

式

松菊里型住宅（方形又は円形）と
従来型の竪穴住宅との併用

集落により比率は違う

環濠集落も一部に見られる。
中小河川又は谷間の流れを灌漑に利用した水田を構築。

不安定な稲作を補完するために、海洋性食料を獲っていた。
海岸沿岸又は、河口に近い河川沿いに集落を構築。

極短小米：　韓半島の松菊里・固城遺跡と同一種で
長江下流域（春秋呉の支配地）の松澤・銭山漾遺跡

の品種と同一

韓半島の松菊里・固城遺跡で出土する無紋土器
夜臼式土器

春秋呉の滅亡BC473年より後　→　BC400年付近か？

渡来した民族は、韓半島に逃避し
ていた中国難民（春秋の呉の末

裔）
人数は数百人規模以内？

人種

韓半島に渡来していた春秋
呉の難民を、縄文人の海

洋の民が、難民と水田稲作
の技術を招聘して、北九州

に　殖民したもの。
主体は縄文人の海洋民

青銅製剣・磨製石剣・磨製矢じり　
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初期の水田耕作と
次期の水田耕作 



•





• 焦庄遺跡は徐福村に近接。





焦庄遺跡

菜畑、板付、新町遺跡

崧沢・銭山漾遺跡

松菊里遺跡



•

•

•

•

•

•

•

•

•
•

•






